































































地家裁所長（総数） 出　身　大　学 級　班　区　分 うち大 最高裁
男女別





大阪地（13） 4 5 4 0 0 0 0 1 6 6 0 0 llα1） 3 0 13 0
大阪家（15） 2 7 3 3 0 0 0 2 5 8 0 0 6（3） 0 0 15 0
京都地（10プ 3 4 2 1 0 0 1 0 6 3 0 0 4ω 1 0 10 0
京都家（18） 5 9 2 2 0 1 2 1 8 6 0 0 6（0） 1 0 18 0
神戸地（14） 2 6 6 0 0 0 0 1 4 9 0 0 6（2） 1 0 14 0
神戸家（21） 2 10 7 2 0 0 3 5 3 9 1 0 2（0） 0 0 19 2
奈良地・家（21） 2 11 2 6 0 1 1 1 11 7 0 0 4（0） 1 1 21 0
大津地・家（22） 11 4 6 1 0 0 1 5 8 8 0 0 5（0） 3 1 22 0
和歌山地・家（21） 3 7 4 5 2 0 0 4 2 15 0 0 1（0） 0 0 21 0


















































家裁所長（総数） 初任 大阪地 大阪家 京都地 京都家 神戸地 神戸家 奈良地・家 大津地・家 和歌山地豪 管外所長 退官
大阪地（13） 0 一 4 3
? 3 0 0 0 0 10（8）鱒、 2〔0〕
大阪家（15） 0 ? 一 1 3 3
3 1 2 0 11〔10）灘 4〔3〕




1 1 1 1 14（4） 6〔1〕
　　　　　　▼_戸地（14） 0 擁霧3 0 1 一 1 2 2 2 10（4） 0〔4〕
神戸家（21） 9
????
響鱗 輝　” 、嚢 一 1 0 0 12（1）’1 R』 3〔6〕
奈良地・家（21） 12 2
　　「r」」F?? 　　　棄D霧葦霧綴 F ｝ 0 0 9（0）轍 2〔5〕
大津地・家（22）』 14
鵜　　　．．
騨灘「「毒、 r　　　r 0 0 一 0 ．8（0）鍵 3〔6〕
和歌山地・家（21） 8 0 0 0
多、L
















































地家裁所長（総数） 生え抜き 東京一定着者 名古屋定着者 福岡一定着者
大阪地（13） 12 1 0 0
大阪家（15） 14 1 0 0
京都地（10） 9 1 0 0
京都家（18） 10 7 0 1
神戸地（14） 12 2 0 0
神戸家（21） 15 6 0 0
奈良地・家（21） 16 5 0 0
大津地・家（22） 12 10 0 0
和歌山地・家（21） 14 6 1 0





















高裁長官待機 登竜門 中継点 上がり ブーメラン 箔付け
大阪地 ○
? 灘難懸鱗 雛懸繕§ 鮒　　nx灘儲　㌔き蕊纏灘灘
大阪家 醗難藤 蒙蕪霧臨，、 ○ ○． 雛鞭鑑難毒難撫鑛
京都地 饗デ灘轍 霧，響響聖・ ○ 饗難灘嚢 三欝繍馨，。搾i灘
京都家 ’　　　繰　　　習蝦、鑛鱗撚叢 ○ ○ 1例あり 1例あり
神戸地 難繍撚霧， 纐霧雛購 ○ 難繍霧、鞍・縣麟離、 懇難轍霧
神戸家 萎饗難欝欝 。、鰹難巽 ○ O ○
奈良地・家 灘織：難 難鎌義複 O ○ 1例あり ○
大津地・家 難勲繍滋 藩難蕪 ○ ? 1例あり ?






















名古屋地（15） 8 1 0 4 2 0 0 0 0 1 5 9 0 0 5（5） 0 0 15 0
名古屋家（17） 5 1 1 3 7 0 0 0 2 0 4 10 1 0 1（0） 0 0 17 0
津地・家（20） 8 1 1 4 6 0 0 0 0 3 611 0 0 1（0） 1 0 20 0
岐阜地・家（19） 9 i 3 2 4 0 0 0 0 5 6 8 0 02（0） 0 0 19 0
福井地・家（17） 4 3 2 2 6 0 0 0 0 1 6 9 1 0 1（0） 0 0 17 0
金沢地裁（21） 7 4 2 2 5 1 0 0 1 2 10 8 0 0 1（0） 0 0 21 0
金沢家裁（23） 6 1 0 5 10 1 0 0 0 0 615 2 0 1（0） 0 0 23 0
富山地・家（20） 7 4 1 2 5 0 1 0 0 1 5 13 1 0 0（0） 0 0 20 0


























地家裁所長（総数） 初任 名古屋地名古屋家 津地・家 岐阜地・家 福井地・家 金沢地 金沢家 富山地・家 管外所長 退官
名古屋地（15） 0 一　　　　3 1 2 ’1 0 0 1 8（2）
rF・諸ｨ 7〔2）
名古屋家（17） 0難購讐 一 3 0 1 2 1 0 11（1）
7〔5）
津地・家（20） 15羅翻1 一 1 0 1 0 3（0）猟 1〔6）
岐阜地・家（19） 9㌔b擁鱒　駐 0 1 一 2 2 0




嚢灘難 一 0 0 0 ．1（0）
b 2〔4）
金沢地（21） 13 0 0 0 一 ，4
??
4（0）難 2〔9）
金沢家（23） 23 0顯纐， 0 0鉾 一 0 0（0）
???㌔㌔
6〔4）








名古屋家（17） 10 7 0 0 0
津地・家（20） 6 13 1 0 0
岐阜地・家（19）・ 10 9 ?? 0 0
福井地・家（17）． 6 8 2 0 ．　　　　1
金沢地裁（21） 5 14 2 一　　〇 0
金沢家裁（23） 6 10 6 1 0
富山地・家（20） 7 9 4 0 0
総計（152） 58 77 15 1 1





















































高裁長官待機 登竜門 中継点 上がり　　ブーメラン 箔付け
名古屋地 ○ 灘難縢嚢， 鱗懸麟 ○ 継藝雛騨「 難讐灘霧．
名古屋家 難灘懇 鵜饗鍵難 鱗嚢劉箋 ○ 懸　難織嚢 離霧難饗難
津地・家 灘震羅 灘難叢 O 灘饗醸i磯 O 灘欝講難
岐阜地・家 馨難蒙綴簾 華難鱗麟難 、1?ｶ繕 ○ 難欝舞 ○
福井地・家 贈繋灘鱗蒔瞭、鞍騰 ○ 灘藩、無難 2例あり ○
金沢地 翻　　講 撫離繊霧 ○ 雛雛雛。、 ○ ○
金沢家 鱒羅鑛騰 、萎鐡懸灘講 馨、蕪霧麟 ○ ○
富山地・家
冗　　’”



























広島地（10） 4 2 0 0 3 1 0 0 0 4 6 0’ 0 1（0） 0 0 10 0
広島家（16） 3 2 1 4 6 0，．0 0 1 3 8 4 0 0（0） 0 0 16 0
山ロ地（21） 3 6 1 6 4 1 0 0 1 9 6 5 0 0（0） 0 0 21 o
山口家（21） 2 7 0 3 7 2 0 0 1 1 16 3 0 0（0） 0 0 19 2
岡山地（19） 7 5 0 3 4 0 1 2 2 7 7 0 0 0（0） 0 0 19 0
岡山家（16） 5 2 0 3 5 1 0 ’0 3 3 8 2 0 0（0） 0 0 15 1
鳥取地・家（20） 5 8 0 2 5 0 0 0 1 5 13 1 0 1（0） 0 『0 19 1
松江地・家（20） 5 3 0 3 ．9 0 0 0 2 5 10 3 0 1（0） 0 0 20 0













地家裁所長（総数） 初任 広島地 広島家 山口地 山ロ家 岡山地 岡山家 鳥取地・家 松江地・家 管外所長 退官
広島地（10） 1 　 0 2 1 0『 0 1 1 4（0） 強　韓慰・3〔3〕
広島家（16） 7 0 一 1 2 0 1 0 0 5（0） 8（3〕
山口地’（21） 17 占 一 4 党＿　難 0 0 0’ 0（0）難 4〔5〕
山ロ家（21） 21鱗難 曇・@　珍　　弱 一 0 0 0 0（0）灘 5〔6〕’
岡山地（19） 10 0 0 1 0 一 2 0 1 4（1）籔 5〔7〕
岡山家（16） 14 0 0 0 一 0 1 1（0）藝蒙 5〔6〕
鳥取地・家（20） 一20 0 0 0 ．　　0 一〇 一 0 0（0）灘 5〔4〕






家裁所長（総数）　生え抜き 東京一定着者 大阪一定着者 古屋一定 福岡一定若者 高松一定着者
広島地（10） 7 1 0 0 2 0
広島家（16） 2 10 3 1 0 0
山口地（21） 5 8 5 1 2 0
山口家（21） 5 6 9 0 1 0
岡山地（19） 3 11 4 0 0 1
岡山家（16） 3 6 6 1 0 0
鳥取地・家（20） 3 4 12 1 0 0
松江地・家（20） 5 10 4 1 0 0
総数（143） 33 56 43 5 5 1
?
































































高裁長官待機 登竜門　　　中継点 上がり ブーメラン 箔付け
広島地 糞籔　臓鱗 徳蹴　　　雛鰍薪 ○ 2例あり X耐　、
広島家 難難辮聴．鍵難糞 ○ 1例あり 1艦鰍
山口地 ＿、　擁霧 』膿饗饗灘　　○ ○ ○ 響獲齢．
山日家 撫糠難辮嚢峯　戴鰐灘霧、 ○ 懸誉． ○
岡山地 　　　・3ｿ繁瀞、 難鋤・．1舞瀦灘灘 ○ 2例あり ○
岡山家 厭鍵籔難簾㌔灘、r究…蜩?宦A ，・ ｧ戸’窺　　　「@　而ド　　　　　　ρ 1例あり ○
鳥取地・家 瞬鑑難il饗犠礁瀧　％ ・し@無 ? ○





















福岡地（11） 5 1 2 1 1 0 1 0 0 0 4 7 0 0 1（1） 0 0 11 0
福岡家（17） 4 3 3 1 5 0 1 0 0 1 3 9 4 0 1（0） 0 0 16 1
佐賀地・家（20） 11 4 1 3 1 0 0 1 0 7 6 6 0 0 1（0） 0 0 200
長崎地（19） 7 4 4 2 2 0 0 0 1 1 6 10 1 0 1（0） 0 0 19 0
長崎家（21） 5 1 2 6 6 0 1 0 0 1 2 17 1 0 0（0） 0 0 21 0
大分地・家（21） 10 7 1 2 1 0 0 1 2 1 9 6 2 0 2（0） 1 1 21 0
熊本地（20） 8 5 3 0 4 0 0 0 1 2 7 10 0 0 3（0） 0 0 200
熊本家（19） 5 2 3 1 8 0 0 0 0 1 1 15 2 0 0（0） 0 0 18 1
鹿児島地・家（20） 4 0 5 2 7 1 1 0 0 1 6 13 0 0 0（0） 0 0 200
宮崎地・家（18） 5 4 5 2 2 00 0 0 1 4 11 2 0 0（0） 0 0 18 0
那覇地（19） 2 6 1 3 7 0 0 0 0 4 6 8 1 0 2（0） 2 0 18 1
那覇家（22） 3 6 1 5 6 0 1 0 0 4 7 10 1 0 1（0） 1 0 21 1




































地家裁所長（総数） 初任 福岡地 福岡家 佐賀地・家 長崎地 長崎家 大分地・家 熊本地 熊本家 齪島地・家 宮醜・家 那覇地 那覇家 管外所長 退官
福岡地（11） 0 一 3 1 2 1 0 2 1 2 0
o 0 4（1）鑑q 5〔4〕
福岡家（17） 4・ 一 1 1 1 0 2
「? 0 1 2 23（0）覇 7〔4〕
佐賀地・家（20） 181購嚢，’　1　　A 一 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1（0） 6 2〔7〕
長崎地（19） 15 難営 麟差 諭q 一 2 0 0 0 1 1 0 0 0（0） 影1 2〔6〕
長崎家（21） 21』櫛籏玉’ 羅譲 01蒙難 一 0 0 0 0 0 0 0 0（0）
?
5〔6〕
大分地・家（21） 21 0 0 0 0 0 一豪一灘 0 0 0 0 0 0（0）
??
2〔6〕
熊本地（20） 16　　r緬ﾋ嚢、2響凄2 0 0 0 1 一 2 0 1 0 00（0） 3
1〔9〕
熊本家（19） 19鍵鞠、、 3 0 0 0 0 ぞ麺 一 0 0 0 00（0）馨2 4〔7〕
鹿児島地・家（20） 19 蓮葱 0 0 1r 0 一〇 0 0 一 0 0 01（0）
?
4〔6〕
宮崎地・家（18） 17 0『｝惑弱．1E垂鋤 礁1 0 0蕪1 0 0 一 0 1 0（0）
?
6〔3〕
那覇地（19） 7 0難灘 0 0 0 0 0 0 0 ・　0 一 120（0） H．2〔2〕





地家裁所長（総数） 生え抜き 東京・定着者 大阪一定着者 名古屋一定着者 広島定着者 札幌一定着者 高松・定着者
福岡地（11） 10 1 0 0 0 0 0
福岡家（17） 11 5 1 0 0 0 0
依賀地・家（20） 4 14 2 0 0 0 0
長崎地（19） 4 10 3 1 1 0 0
長崎家（21） 7 4 10 0 0 0 0
大分地・家（21） 4 11 5 0 1 0 0
熊本地（20） 6 10 4 0 0 0 0
熊本家（19） 4 8 6 1 0 0 0
鹿児島地・家（20） 8 8 3 0 0 0 1
宮崎地・家（18） 7 8 3 0 0 0 0
那覇地（19） 4 13 1 0 0 1 0
那覇家（21） 7 12 1 1 0 0 0
総数（226） 76 104 39 3 2 1 1
? ，，，曾・9曾「




























































高裁長官待機 登竜門 中継点 上がり ブーメラン 箔付け
福岡地 　講選灘｛r・㌧鱈．肪汚ゐ　　　　　占孔ゴ 脇｝籏　　寒 霧i　鋳 O 1例あり 翼騨擁
福岡家 難嚢　雄織 叢難繍髪 O ○ 繊譲譲懇騰繍灘
佐賀地・家 難慧灘灘 髪羅灘難 鍛縢鍵懇 ? ?
長崎地 姫顯灘難ト 樗鍵難馨 §難難鎌㌔琴騨葉羅籔 ○ o
長崎家 裟鷲鑑鋸 蕨嚢　薫 ○ 翫繕纏 3例あり ○
大分地・家 懸雛嚢難 鐘鍵灘藤 諺翻難馨 傭鰍難 ? ?
熊本地 饗灘講騨甥， 難1灘鰹 ? 灘騰i羅 3例あり ?
熊本家 戸耀灘雛 劉讐藩叢 O 罫　E霧灘 2例あり ?
鹿児島地・家 　　　　　島ﾒ緯　 霧丁∫ ，熱 灘灘馨 漁繕懸、 ○ o
宮崎地・家 縫難、難聯撫繍轍 ○ 纏縫麟 ’認駈　　　　’辮 ?
那覇地 獲灘繍職 難難羅、照難藝騰鞍　綴 騰難無灘　　○ 鱒購灘霧























仙台地（15） 6 0 7 0 2 0 0 0 02 7 6 0 0 0（0） 0 0 15 0
仙台家（16） 5 0 4 2 5 0 0 0 00 7 9 0 0 0（0） 0 0 16 0
福島地（16） 5 1 2 2 5 0 1 1 2 2 6 4 1 0 1（0） 0 1 16 0
福島家Q8） 4 3 1 1 8 0 1 0 0 1 4 11 2 0 0（0） 0 0 18 0
山形地・家（20） 6 4 3 1 6 0 0 0 2 4 8 6 0 0 2（0） 0 0 20 0
盛岡地・家（18） 3 3 6 1 5 0 0 0 0 2 10 6 0 0 0（0） 0 0 18 0
秋田地・家（18） 5 0 0 2 11 0 0 0 1 0 5 11 1 0 0（0） 0 0 17 1
青森地・家（19） 4 2 3 2 6 1 1 0 0 0 6 12 1 0 0（0） 0 0 19 0






















地家裁所長（総数） 初任 仙台地 仙台家 福島地 福島家 山形地・家 盛岡地・家 秋田地・家 青套地・家 管外所長 退官
仙台地（15）・ 0 一 5 1 0 1 4 0 1 4（1）纏姦 7〔7〕
仙台家（16） 5 ，繊総 一 0 0 2 2 1 2 5（1）繍 5〔2〕
福島地（16） 8縫i籔 0 一 1 0 1 3 1 2（0）雛 5〔5｝
福島家（17） 17 0 0　　’蜘蛹ﾚ 一 0 0 0 0 0（0）難霧 6〔4〕
山形地・家（20） 20難il　　z 灘灘 0 0 　 0 0 0 0（0）灘 1〔7〕
盛岡地・家（18） 18雛罐難 馨難「2藩雛 0 0 一 0 0 0（0）縢孝 1〔4〕
秋田地・家（18） 18 0灘辮 雛無a 0 0 0 一 0 0（0）蒙灘 5〔3〕
青森地・家（19） 17、鰭縫ii灘鐵・ ??? 0 0 0 0 一 1（0）鱗 6〔3〕
’作成参照資料は表1に同じ。
　　　　表19　仙台高裁管内地家裁所長の他管内定着者就任状況
地家裁所長（総数） 生え抜き 東京一定着者 大阪一定着者 名古屋定着者 福岡一定着者 札幌一定着者
仙台地（15） 7 8 0 0 0 0
仙台家（16） 2 14 0 0 0 0
福島地（16） 2 13 0 0 0 1
福島家（18） 3 10 4 1 0 0
山形地・家（20） 1 19 0 0 0 0
盛岡地・家（18） 6 12 0 0 0 0
秋田地・家（18） 4 10 3 1 0 0
青森地・家（19） 4 11 2 0 1 1
??（???
????，，











































高裁長官待機　　登竜門 中継点 上がり ブーメラン 箔付け
仙台地 灘臨、鍵懸　　蕊懸欝讐蓄饗 ○ 釜講懸 讐欝曝難
仙台家 難縣篶難鎌雛購饗 ○ ○ 2例あり O
福島地 嚢、撫　　賑ば灘 難轟灘襲 ○ 3例あり ○
福島家 職擁　難蕪壽編．難 鱗薫，剛罐 2例あり ○1難藤、
@　　職山形地・家 彦漿難麟講難醗懸霧 「窪註・ 犠諺、 ? ○
盛岡地・家 験㌔難鶴，難騰繍 ○ 輪繕灘嚢 1例あり ??
秋田地・家 藝黙臨…鋸議融職髪雛 ○ 雛癒　鴛 2例あり












@　（総数） 出　身　大　学 級　班　区　分　　　　　高裁長官 うち札幌最高裁
男女別
東大 京大 北大 国公立大 私大 その他 S1 S2 S3 AlA2B1 B2到達者 高裁長官判事 ? 女
札幌地（19） 4 7 1 5 2 0 0 2 4 8 5 0 0 5（0） 1 0 19 0
札幌家（2D 8 3 0 3 7 0 0 0 5 6 10 0 03（0） 2 0 18 3
函館地・家（20） 10 4 0’　2 4 0 0 0 6 6 6 2 0 3（0） 0 0 20 0
旭川地・家（20） 7 4 0 2 6 1 0 1 4 10 5 0 0 3（0） 0 0 20 0
釧路地・家（20） 3 2 0 9 6 0 1 1 2 8 8 0 0 1（0） 0 0 20 0





























地家裁所長（総数） 初任 札幌地 札幌家 函館地・家 旭川地・家 釧路地・家 管外所長 退官
札幌地（19） 8 一 4
1 2 1 3（0） 鍛 2〔6〕
札幌家（21） 19縫難藤拳 一 1 0 0 1（0）藝1毬
2〔3｝
函館地。家（20） 20難勲1濡 驚顎 一 9 0 0（0）鞭 1〔6〕躍
旭川地・家（20） 20、i総難 0 0 一 0 0（0） 2〔6〕
釧路地・家（20） 20懸「r糠1 0 0 0 一 0（0） ．斑 2〔3〕
．1縁暴会雛裏宇諾盲1
表23札幌高裁管内地家裁所長の他管内定着者就任状況
地家裁所長（総数） 生え抜き 東京一定着者 大阪一定着者 名古屋一定着者 仙台一定着者 高松一定着者
札幌地（19） 1 13 4 0
0 1
札幌家（21） 1 15 4 0 0
1
函館地・家（20） 0 15 4 1 0
0
旭川地・家（20） 0 15 3 2 0
0
釧路地・家（20） 1 10 5 3
1 0
























高裁長官待機　　登竜門 中継点 上がり ブーメラン 箔付け
札幌地 魏縷膿難　鑛羅雛鍵 雛籔懸懸 ○ ○ 縢　　翻
札幌家 羅　霧繍蒙鍵　欝諺講灘耀 禰難縫 O ?
函館地・家 鎌灘灘縫雛講灘懸 籔　奪蓼鯵 灘㈱羅難灘 ○ ○
旭川地・家 灘難難粥灘灘購 灘鍵縦、 麟灘襲「 ○ ○
















高松地（15） 5 3 1 6 0 0 0 0 0 3 9 3 0 0（0） 0 0 15 0
高松家（19） 7 3 1 5 0 3 0 0 1 1 13 4 0 0（0） 0 0 190
徳島地・家（19） 3 7 2 5 1 1 0 1 2 8 7 1 0 3（0） 2 0 18 1
高知地・家（2D 5 4 6 6 0 0 1 0 0 3 12 5 0 1（0） 0 0 20 1
松山地（19） 6 3 3 6 0 1 0 0 0 6 12 1 0 0（0） 0 0 190
松山家（21） 5 5 2 5 0 4 0 0 1 4 10 6 0 0（0） 0 0 20 1
























































地家裁所長（総数） 初任 高松地 高松家 徳島地・家 高知地・家 松山地 松山家 管外所長 退官
高松地（15） 1 一 7 0 2 1 1 7（4）雛議滋 9〔4〕
高松家（19） 13 蒙麹 『 0 3 0 0 3（0）禦齢 4（4｝
徳島地・家（19） 19 0 0 一 0 0 0 0（0）1籔i「 2〔2〕
高知地・家（21） 2！ 縢購雛 難奪「、2 0 一 0 0 0（0） 、6 4〔4〕
松山地（19） 18欝i羅難 0 0 0 一 0 1（0）
?
4〔5〕
松山家（21） 21蝦　　　… 0 0 0 0 ｝ 0（0） 織霧2； 9〔4〕
亭作成参照資料は表1に同じ。
表27　高松高裁管内地家裁所長の他管内定着者就任状況
地家裁所長（総数） 生え抜き 東京一定着者 大阪定着者 古屋一定着 広島一定着者 福岡．定着者
高松地（15） 8 2 5 0 0 0
高松家（19） 6 3 5 5 0 0
徳島地・家（19） 1 6 8 3 0 1
高知地・家（2D 5 4 10 2 0 0
松山地（19） 1 13 4 1 0 0
松山家（21） 3 6 9 1 OT 2
総数（114） 24 34 41 12 0 3
P，P曹曹












高裁長官待機 登竜門 中継点 上がり ブーメラン 箔付け
高松地 懸窪 ?ﾖ鱗灘霧懇灘 鷹識鎌難、 ○ 編繍麟灘 灘難霧
高松家 灘灘難懸 雛難懸繋 ○ 欝麟1灘 1例のみ ○
徳島地・家 華難鱗　鰯雛鐵購雛灘 繕甕藩難菱 難鐡灘 ○ ○
高知地・家 謙毒灘灘離 ・難難難鋤 灘難難 ○ ○
松山地 饗難馨懸難難 難灘難灘 綴羅縷・、 灘霧灘 2例のみ ○
松山家 r勇二「@　　，　　’　嘱@　．撤髪’寡．難三 纏照雛総・霧 難鍵霧鱗 麟諺』「繊棄 1例のみ ○
零筆者作成。
むすびにかえて
本稿で明らかになった地家裁所長人事をめぐる制度化されたパターン，あ
るいは「傾向システム」は，以下のとおりである。、
（1）所長人事は8高裁管内それぞれで独立して自己完結しているのではな
　　　く，全国規模で有機的に展開される。すなわち，「宗主国」（東京）一
　　　「準宗主国」（大阪）一「植民地」（その他6管内）という垂直的な統
　　　合が制度化されている。
（2）「植民地」化が著しい管内でも，高裁所在地地裁所長だけは管内生え
　　　抜きが順次就任することで，各管内の「主権」が辛うじて守られてい
　　　る（札幌地裁を除く。次の（3）（4）も同じ）。
（3）高裁所在地地裁所長に初任所長が就くことは例外的である。他地家裁
　　　の所長経験を就任に必須の経歴的資源として求める別格的存在である。
　　　それゆえ，管内地家裁所長序列のトヅプに君臨する6－．一，
（4）．高裁所在地地裁所長から他の地家裁所長へさらに転ずることはまずな
　　・い。高裁長官待機ポストないしは「上がり」ポストである。とりわけ，
　　　広島ジ福岡，仙台，高松の各高裁所在地地裁所長は，A級所属の実
　　　務裁判官の「上が一り」ポストに特化している。
（5）札幌は他の7管内と異なり，5地家裁すべてが「ブーメラン勤務地」
　　　の役割を果たしている。「宗主国」との人事の往復が常態化している。
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　　　札幌地裁所長も例外ではない。
（6）非高裁所在地の地家裁所長ポストは「宗主国」管内では，登竜門ない
　　　し中継点ポストとして，一層の栄達に通じている。「準宗主国」管内
　　　でもその傾向が認められる。一方「植民地」管内では，おおむね定年
　　　近いA級裁判官の所長箔付けポストとしての側面が強い。
（7）高裁所在地以外の家裁専任庁は，各管内の地家裁所長序列の最下位に
　　　置かれることが多い。
　全国に76ある地家裁所長ポストは事実上序列化され，性格も特定されて
いる。本稿では地家裁所長ポストに検討を限定したが，ポストの序列化と性
格規定は各高裁長官から各管内の支部長や部総括にまで及んでいよう。この
ような垂直的統合は司法行政の展開には好都合に違いない。しかし一方で，
裁判官の意識を現場第一から上昇志向へとゆがめ，ひいてはその独立を実質
的に制約することにならないか懸念される（15）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
　（1）本稿は裁判官をその歴任ポストを指標にS，A，　Bの三っのクラス（級）と，
　　　S級で三っ，A級とB級でそれぞれ二っの下位カテゴリー（班）に区分してい
　　　る。個々の裁判官にはたとえば，S級1班あるいはA級2班という級班区分が
　　　付けられる。具体的な区分の指標にっいては，拙稿（2009）「全国地家裁所長
　　　の人事パターンの制度化に関する一考察～その経歴的資源に着目して～（1）」
　　　明治大学政治経済研究所『政経論叢』第77巻第3・4号，138頁を参照。
　（2）　当該地家裁所長のあと，高裁部総括などを間にはさむことなく，高裁長官に
　　　直接昇進すること。拙稿（2009）152頁を参照。
　（3）最高裁裁判官15ポスト（最高裁長官1と最高裁判事14）のうち，慣例とし
　　　て職業裁判官枠となっている6ポストに到達するには，四っのラインが指摘で
　　　きる。このいずれのラインにも，実務裁判官は乗れないのである。拙稿（2008）
　　　「司法官僚の経歴的資源～司法官僚に関する実体的研究の一事例として～」『明
　　　治大学社会科学研究所紀要』第46巻第2号，60－61頁。
　（4）　拙稿（2008）と同様に，初出の裁判官には氏名のあとに当該裁判官の司法修
　　　習期数と級班区分を付記する。
　（5）拙稿（2009）60頁。
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（6）定着した高裁管内にブーメランのように戻ってくることを前提に，数年間
　　「飛ばされる」遠方の管外勤務地のこと。拙稿（2009）159頁を参照。
（7）拙稿（2009）167頁の注31をみよ。
（8）　管外所長からの転入する際，・管内の他の所長を経由して当該所長に就いた場
　　合を「迂回就任」とし，このワンクッションなしに当該所長に就いた場合を
　　「直接就任」とよぶ。その意味にっいては拙稿（2009）155頁を参照。
（9）拙稿（2009）142頁の表3及び160頁の表15をみよ。
（10）　東京高裁管内では，地裁，家裁ごとの序列が指摘できる。拙稿（2009）162
　　頁を参照。
（11）　拙稿（2009）144頁の表5をみよ。
（12）水戸家裁所長においても同様の人事がみられた。拙稿（2009）161頁を参照。
（13）　拙稿（2009）139頁。
（14）倉田卓次（3期：A1）は「最高裁が北海道の人事を東京と直結させ始めた
　　のはもっと早く昭和二十年代後半から」と述べている。倉田卓次（1993）『続
　　裁判官の戦後史』悠々社，99頁。矢口洪一（高輪1期：S1）も事務総局は北
　　海道の人事には関心を払っていたことを指摘している。「事務総局なんか，何
　　も分かりゃせんです。……人事局で大事なことは，東京高裁の裁判長とか東京
　　の所長とか，そういうところには関心があるけれど，それは放っておいても分
　　かります。それ以外の，十五年目の判事が，宮崎の裁判所で何をしているかな
　　んて，分からなくてもいいじゃないですか。……強いて言えば，北海道に行っ
　　ている人です。今は北海道も都になりましたが，昔は雪深いところで，『帰り
　　切符』を予約してからでなければ，行く人はいなかったのですよ。」矢口洪一
　　（2004）「矢口洪一オーラル・ヒストリー』政策研究大学院大学C。O．E．オーラ
　　ル・政策研究プロジェクト，130頁。
（15）　戦前の大審院部長を務あた前田直之助は，後輩で戦後に東京高裁部総括にな
　　る渡辺好人にこう書き送った。「判事としては一生裁判をやる，すなわち判決
　　を書くことを天職と心得ねばならず，然るに世には俗人，俗物少なからず，あ
　　るいは所長あるいは院長などになりたがり，またなることをもって，あっぱれ
　　高名手柄と心得るなどは判事の仕事になんたるかを知らぬものなり。」清永聡
　　（2008）『気骨の判決』新潮新書，67頁。司法省が裁判所の予算と人事を握り，
　　司法の独立が未確立だった時代にも，このような高潔な現場主義の裁判官がい
　　た。また福島地裁所長を務めた高野耕一（5期：A1）は，司法行政偏重にっ
　　いて「本来水平社会であるべき裁判所に序列意識を持ちこみ，権力意志をあら
　　わにし，また，第一線の裁判官の労苦をみくびり」と警告している。高野耕一
　　（1991）『裁判官の素顔』非売品，285頁。
212 （808）
